研究会のご案内

平成20年5月12日

　グローバルCOE「コンフリクトの人文学」、リサーチフォーカス「コンフリクトと価値」では、下記の要領で20年度・第１回研究会を開催いたしますので広くご参加いただきますようご案内申しあげます。

記

講演者：三浦　藍（神戸市看護大学　助教）

タイトル：「ベトナムにおける家族・地域住民の精神病者に対する印象と対応」
日時：平成20年5月20日（火）18:00〜20:00

場所：大阪大学　豊中キャンパス
　　　法経大学院総合研究棟4F　院生セミナー室D（407教室）

　　　http://www.osaka-u.ac.jp/jp/international/student/pdf/d-tj.pdf
　　（地図上7番の建物：郵便局のある建物のとなりです）

〈内容〉

今や日本には３万人を超えるベトナム人が在住しており、彼らのなかには精神医療を必要としている人達もいます。しかし、彼等に必要な援助を提供するためには、ベトナム社会と日本社会という文化的背景の違いが精神疾患の捉え方や対処法にどのような差異を生んでいるのかを明らかにする必要があります。そこで今回は、ベトナムに住んでいるベトナム人の精神病者に対する印象と対応の調査報告を行います。具体的には、2006年度精神病者の家族に対して行ったインタビューの調査結果、ならびに2007年度より実施しているホーチミン市民に対する精神病者への意識調査の経過報告を行います。

〈講師紹介〉
神戸市看護大学助教（精神看護学）。医療哲学、精神看護学が専門であり、神戸におけるベトナム難民の精神医療の実践に当たるとともに、兵庫県下における外国人小・中学生の生活環境、学習状況、ストレスなどについての調査研究にかかわっておられます。
